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【はじめに】

肉用牛の産肉能力は、推定育種価の活用により向上してきたが、推定育種価の判明には

数年を要することから、早期に評価できる手法の確立が課題とされてきた。

近年、ゲノム塩基配列の一塩基多形（以下、「SNP」という）情報を利用した肉用牛の

早期育種価評価（以下、「ゲノム育種価」という）の研究が開始され、ゲノム育種価評価

の共同研究に本県も参画し、県内肉用牛のゲノム育種価評価の実施と、その精度検証を行

った。また、ゲノム育種価を活用した候補種雄牛の選抜など、肉用牛改良への取組を開始

したので報告する。

【材料と方法】

１ ゲノム育種価の評価

材料：凍結精液（歴代県有種雄牛68検体）、血液（候補種雄牛42検体、供卵牛を含む繁

殖雌牛92検体）計202検体と、公益社団法人全国和牛登録協会算出の推定育種価（2019年4

月評価）を用いた。

また、ゲノム育種価算出に必要な基礎データとするために、2012年から2018年にかけて

収集した肥育去勢牛の腎周囲脂肪835検体と、それに付随する枝肉情報を用いた。

方法：各サンプルからDNAを抽出してクオリティチェックを行った後、DNA量が確保

できた202検体についてillumina Bovine LD SNPチップを用いて、illumina社製 iSca

n及び専用ソフトウェアによるSNP型の解析を行った。

ゲノム育種価の算出は、独立行政法人家畜改良

センターにてGblup法により行った。

評価項目は、枝肉6形質（枝肉重量、ロース芯面

積、バラ厚、皮下脂肪厚、歩留基準値、脂肪交雑

基準値）、母数効果を性、市場（県）、年次、共変

量を出荷月齢、変量効果を個体の効果とした。

共同研究参画機関の約30000検体（うち大分県87

5検体）のSNP情報、枝肉成績、血統情報を連結し、

ゲノム育種価評価の参照集団とした。

２ ゲノム育種価の精度検証

材料：ゲノム育種価を評価した202頭のうち、推定育種価を持つ64頭を用いた。

方法：公益社団法人全国和牛登録協会算出の推定育種価とゲノム育種価との相関を

確認することで精度検証を行った。相関には、相関係数と順位相関係数（スピアマン



の順位相関）を用いた。

ゲノム育種価と推定育種価における相関を確認する際、推定育種価の正確度が0.95

以上の区（n=43）と0.95未満の区（n=21）について比較を行った。

【結果】

１ Gblup 法によるゲノム育種価の判明

歴代県有種雄牛、候補種雄牛、供卵牛を含む繁殖雌牛、合計202頭のゲノム育種価

が判明した。

２ ゲノム育種価の精度検証

推定育種価とゲノム育種価の間における相関係

数は、枝肉6形質すべてにおいて0.77以上と高い

正の相関がみられた。

また、正確度0.95以上の推定育種価とゲノム育

種価との間には、更に高い正の相関がみられた（相

関係数0.81以上、順位相関係数0.79以上）。

【考察】

精度検証においてゲノム育種価が、正確度0.95

以上の推定育種価と高い正の相関を示したことか

ら、ゲノム育種価は推定育種価に近い精度をもっ

ていると考えられた。

このためゲノム育種価は、早期能力評価の指標

のひとつとして、肉用牛改良に活用することが可

能であると推察された。

【ゲノム育種価を活用した現在の取り組み】

１ 種雄牛造成

従来の種雄牛選抜では、産子の枝肉成績から判明

する推定育種価を用いることにより産肉能力を評価

してきた。従来の選抜手法にゲノム育種価を追加す

ることで、早期から産肉能力について一定の評価が

可能であると考えられた。このようななか、2017年

度に導入した直接検定牛6頭についてゲノム育種価を

評価したところ、これらの脂肪交雑基準値のゲノム

育種価が、歴代県有種雄牛の数値を上回る結果となった。なかでも「葵白清」号は、脂肪

交雑基準値のゲノム育種価が特に優れていることが判明した。



そのため、2018年9月、直接検定終了後の現場後代

検定牛選抜の際に、ゲノム評価値を指標に加えると

ともに、本県初の試みとなる生産者を交えた「現場

後代検定法に供する種雄牛の一次選抜会」を開催し

た。選抜会では6頭から4頭の候補種雄牛を選抜した。

ゲノム育種価を活用した種雄牛候補に対する生産地

の期待の高まりは異例のものとなり、選抜した候補

種雄牛4頭における凍結精液の配布本数は著しく向上した。供用開始から、わずか1年間で

5112本を配布している。

２ 高能力繁殖雌牛の選定

これまでは推定育種価を基準にして優良な繁殖雌牛

を選定し、その産子から種雄牛候補を選抜してきたが、

ゲノム育種価を活用することで、推定育種価が判明し

ていない段階から高能力が期待される繁殖雌牛や、県

外から導入した供卵牛についてゲノム育種価をもって

一定の評価を与えることが可能となる。

地域の繁殖雌牛のゲノム育種価を評価するなかで、すでに脂肪交雑基準値のゲノム育種

価が「葵白清」号をしのぐ繁殖雌牛が確認されている。このような、ゲノム育種価が高い

繁殖雌牛については、高能力繁殖雌牛として種雄牛造成に活用する対象に指定するなど、

種雄牛造成に活用するとともに高能力繁殖雌牛の雌産子についてもゲノム育種価を参考に

した自家保留を推進することで、繁殖雌牛群における産肉能力レベルの向上に取り組んで

いる。

【まとめ】

ゲノム育種価は、推定育種価に近い精度の数値として早期から判明することから、肉用

牛における早期能力評価の指標として利用可能であると考えられる。

現在、種雄牛造成における活用として、現場後代検定牛の選抜基準にゲノム育種価を継

続的に活用するとともに、直接検定牛についても選抜

前にゲノム育種価を活用する取り組みを行っている。

また繁殖雌牛についても、ゲノム育種価が特に高い繁

殖雌牛を種雄牛造成に活用するとともに、生産現場に

おける高能力後継牛確保を図る手段として期待でき

る。

このような、雌雄双方向からの取り組みにより、県内肉用牛の改良速度の向上を目指し

ている。そのためのSNP情報蓄積の継続が重要であり、また今後オレイン酸生成能力など

の新たな形質のゲノム育種価についても評価していく体制を構築していきたい。


